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ライプニッツの法理論と「近代国際法」（三）

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
法
理
論
と
「
近
代
国
際
法
」（
三
）

―
―
「
法
」・「
国
家
」・「
主
権
」・「
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
」
の
観
念
を
題
材
と
し
て
―
―

明　
　

石　
　

欽　
　

司

序
論

第
一
章　

予
備
的
考
察
：
国
際
法
（
史
）
研
究
に
お
け
る
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ

の
位
置
付
け

　

は
じ
め
に

　

第
一
節　
「
国
際
法
」
関
連
文
献
及
び
国
際
法
概
説
書
に
お
け
る
ラ
イ

プ
ニ
ッ
ツ

　

第
二
節　

国
際
法
史
研
究
者
の
視
点
か
ら
の
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ

　

ま
と
め

（
以
上
、
八
十
八
巻
十
一
号
）

第
二
章　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
「
法
」
観
念

　

は
じ
め
に

　

第
一
節　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
法
認
識
を
巡
る
若
干
の
特
色

　

第
二
節　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
法
観
念
の
基
本
的
構
成

　

ま
と
め
と
若
干
の
考
察

（
以
上
、
八
十
九
巻
四
号
）

第
三
章　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
「
国
家
」
観
念

　

は
じ
め
に

　

第
一
節　
「
社
会
」

　

第
二
節　

国
家
観
念
を
巡
る
諸
問
題

　
　
（
一
）　

“civitas

”と
“respublica

”

　
　
（
二
）　

国
家
の
定
義

　
　
（
三
）　

国
家
構
成
原
理
を
巡
る
問
題
：
不
完
全
な
社
会
契
約
論

　

第
三
節　

国
家
の
抽
象
的
人
格
性

　
　
（
一
）　

国
家
の
法
人
格

　
　
（
二
）　

領
域
の
結
合
と
法
人
格

　

ま
と
め
と
若
干
の
考
察

（
以
上
、
本
号
）

第
四
章　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
「
主
権
」
理
論
―
―
“Suprem

atus

”観
念
の

分
析
を
中
心
と
し
て

　

は
じ
め
に
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第
三
章　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
「
国
家
」
観
念

は
じ
め
に

　

本
章
に
お
け
る
課
題
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
「
国
家
」
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
観
念
し
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
理
論
化
し
て

い
た
の
か
に
つ
い
て
検
証
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
検
証
作
業
は
、
近
代
国
際
法
学
に
お
い
て
唯
一
の
法
主
体
と
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
近
代
主
権
国
家
と
彼
の
理
論
に
お
け
る
国
家
と
の
乖
離
の
有
無
と
（
仮
に
、
そ
れ
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
）
そ
の
程
度
を
明
確

に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
の
国
家
理
論
の
近
代
性
を
評
価
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
評
価
を
行
う
際
に
、

特
に
、
国
家
が
抽
象
的
人
格
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
点
に
我
々
は
注
目
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
近
代
国
際
法

に
お
け
る
国
家
観
念
が
、
当
該
国
家
内
に
実
在
す
る
支
配
者
乃
至
統
治
者
と
は
別
個
の
（
抽
象
的
）
法
人
格
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
彼
の
国
家
理
論
と
近
代
国
際
法
学
に
お
け
る
国
家
理
論
と
の
関
係
が
明
ら
か
に

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

第
一
節　
「
統
治
権
」
観
念
の
錯
綜

　

第
二
節　

“Suprem
atus

”・
“sum

m
a potestas

”・
“superioritas  

territorialis

”・
“Souveraineté

”

　

第
三
節　

“Suprem
atus

”理
論
に
お
け
る
帝
国
等
族

　

第
四
節　

“Suprem
atus

”の
特
質

　

ま
と
め
と
若
干
の
考
察

（
以
上
、
八
十
九
巻
七
号
）

第
五
章　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
「
国
際
法
」
観
念

　

は
じ
め
に
：
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
欧
州
社
会
観
と
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ

ム
を
巡
る
諸
観
念

　

第
一
節　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
理
論

　

第
二
節　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
理
論
の
内
実

　

ま
と
め
と
若
干
の
考
察

結
論

（
以
上
、
八
十
九
巻
八
号
）



3

ライプニッツの法理論と「近代国際法」（三）
　

尚
、
本
章
に
お
け
る
考
察
は
、
こ
の
よ
う
に
国
家
の
抽
象
的
人
格
性
に
注
目
す
る
が
、
国
家
内
部
の
統
治
体
制
（
政
体
）
に
関
す

る
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
理
論
に
は
及
ば
な
い）（（（
（

。
こ
れ
は
、
勿
論
、
近
代
国
際
法
理
論
が
国
内
の
政
体
を
問
題
と
し
な
か
っ
た
こ
と
に
由

来
し
て
い
る
。（
本
稿
に
お
け
る
政
体
論
に
関
連
す
る
議
論
は
、
後
述
（
第
四
章
第
三
節
）
の
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
領
邦
の
地
位
に
関
す
る
考

察
に
お
い
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。）

　

以
下
で
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
論
述
の
中
で
、
先
ず
、
国
家
も
そ
の
一
つ
の
形
態
で
あ
る
「
社
会
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
ど
の
よ

う
な
も
の
と
し
て
観
念
さ
れ
て
い
た
の
か
を
確
認
し
（
第
一
節
）、
次
に
、
国
家
（
又
は
社
会
）
を
理
論
的
に
構
成
す
る
際
に
何
ら
か

の
原
理
（
国
家
構
成
原
理
）
が
用
い
ら
れ
て
い
た
の
か
、
用
い
ら
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か

に
つ
い
て
論
じ
（
第
二
節
）、
更
に
、
国
家
に
何
ら
か
の
抽
象
的
人
格
が
付
与
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
考
察
す
る

（
第
三
節
）。

第
一
節　
「
社
会
」

　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、『
自
然
法
論
』（V

om
 N

aturrecht

）
と
題
さ
れ
た
小
品
の
中
で
、
正
義
と
の
関
係
に
お
い
て
「
社
会
」

（Gem
einschaft

）
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、「
社
会
と
は
、
共
通
の
目
的
の
た
め
の
、
複
数
の
人
々
の
結
合
（eine 

V
ereinigung

））
（（（
（

」
で
あ
る
が
、
彼
は
、「
自
然
が
欲
し
た
自
然
的
社
会
（eine natürliche Gem

einschaft

）」
と
い
う
観
念
を
も
っ
て
、

社
会
を
そ
の
構
成
員
間
の
関
係
に
基
づ
い
て
次
の
六
つ
に
分
類
し
て
い
る）（（（
（

。

　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
よ
れ
ば
、「
第
一
の
自
然
的
社
会
は
一
人
の
男
性
と
一
人
の
女
性
と
の
間
の
も
の
で
あ
」
り
、
そ
れ
は
「
人
類

を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
」
な
も
の
で
あ
る
。
次
に
、「
第
一
の
も
の
か
ら
直
ち
に
生
ず
る
」
第
二
の
自
然
的
社
会
は
、「
両
親
と
子

供
達
と
の
間
」
の
も
の
で
あ
る
。
第
三
の
自
然
的
社
会
は
「
主
人
と
召
使
と
の
間
」
に
存
在
す
る
。（
こ
こ
で
は
、「
或
る
人
が
悟
性

（V
erstand

）
を
欠
く
も
の
の
、
自
ら
を
養
う
強
さ
（K

räften

）
を
欠
か
な
い
場
合
に
は
」
そ
の
よ
う
な
社
会
が
存
在
す
る
こ
と
は
自
然
で
あ
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り
、「
そ
の
よ
う
な
人
は
、
本
性
に
よ
り
（von N

atur

）、
そ
の
者
に
命
ず
る
他
者
に
従
っ
て
召
使
と
し
て
働
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ

れ
て
お
り
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
な
人
間
観
が
示
さ
れ
て
い
る
。）（（（
（

）
第
四
の
自
然
的
社
会
は
「
世
帯
」（H

aushaltung

）
で
あ
り
、
以
上

の
三
つ
の
自
然
的
社
会
の
一
部
又
は
全
て
を
含
む
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、「
そ
の
目
的
は
、
人
間
の
日
々
の
必
要
［
の
充
足
］
で
あ

る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
第
五
の
自
然
的
社
会
は
、「
市
民
社
会
」（die bürgerliche Gem

einschaft

）
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
「
小
さ

け
れ
ば
都
市
（eine Stadt

）」
と
よ
ば
れ
、
複
数
の
都
市
か
ら
成
る
社
会
が
「
邦
」（eine Landschaft

）
で
あ
り
、
更
に
、
複
数
の

邦
か
ら
「
王
国
又
は
大
所
領
」（ein K

önigreich oder große H
errschaft

）
が
形
成
さ
れ
る
と
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
何
れ
も
が
、「
そ

こ
に
お
け
る
幸
福
の
実
現
又
は
安
全
［
の
確
保
］」
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
最
後
に
、
第
六
の
自
然
的
社
会

は
「
神
の
教
会
」（die K

irche Gottes

）
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
恐
ら
く
啓
示
（O

ffenbarung

）
な
く
し
て
も
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
し
、

敬
虔
且
つ
神
聖
な
人
々
に
よ
り
維
持
さ
れ
て
き
た
で
あ
ろ
う
」
と
さ
れ
、
ま
た
、
そ
の
目
的
は
「
永
遠
の
幸
福
」
に
あ
る
と
さ
れ
る
。

（
尚
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、「
私
が
こ
の
［
第
六
の
］
社
会
を
自
然
的
社
会
と
呼
ぶ
こ
と
を
驚
く
に
は
当
た
ら
な
い
」
と
し
、
そ
の
理
由
と
し
て

「
我
々
の
内
部
に
根
差
し
た
自
然
的
宗
教
（eine natürliche Religion

）
と
不
滅
へ
の
欲
望
（Begierde der U

nsterblichkeit

）
が
存
在

す
る
」
こ
と
を
挙
げ
、
更
に
、「
聖
人
か
ら
成
る
こ
の
社
会
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
的
又
は
普
遍
的
（katholisch oder allgem

ein

）
で
あ
っ
て
、

全
人
類
を
結
合
す
る
」
と
し
て
い
る
。）（（（
（

）

　

以
上
の
よ
う
に
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
社
会
を
自
然
的
な
結
合
と
し
て
理
解
し
、
そ
れ
を
各
々
の
目
的
と
構
成
員
を
基
準
と
し
て

分
類
し
て
い
る）（（（
（

。
ま
た
、『
自
然
法
論
』
の
末
尾
部
分
に
お
い
て
、「
全
て
の
領
邦
（Länder

）
は
神
の
教
会
の
下
に
立
つ）（（（
（

」
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
他
の
五
つ
の
自
然
的
社
会
は
「
神
の
教
会
」
の
下
位
秩
序
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、

こ
の
よ
う
な
「
神
の
教
会
」
の
下
に
置
か
れ
る
諸
々
の
自
然
的
社
会
の
中
で
、
本
章
の
考
察
対
象
で
あ
る
「
国
家
」
は
、
第
五
の
も

の
で
あ
る
「
市
民
社
会
」
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

　

尚
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
以
上
の
よ
う
な
自
然
的
社
会
に
関
す
る
説
明
と
は
別
に
、『Suprem

atus

論
』
に
お
い
て
現
存
す
る
社
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会
の
結
合
の
た
め
の
紐
帯
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
論
述
を
行
っ
て
い
る
。
即
ち
、
彼
は
、「
確
か
に
、
三
つ
の
最
大
の
紐
帯
（tria 

m
axim

a vincula

）
が
人
間
を
結
合
す
る
」
と
し
、
そ
れ
ら
が
「
良
心
（conscientia

）、
畏
怖
（reverentia

）、
力
そ
れ
自
体
（vis 

ipsa

）
で
あ
る
」
こ
と
を
示
し
た
上
で
、「
良
心
は
全
て
の
者
を
神
に
服
従
さ
せ
、
畏
怖
は
諸
侯
を
教
会
、
神
聖
［
ロ
ー
マ
］
帝
国
及

び
皇
帝
に
［
服
従
さ
せ
］、
最
後
に
、
現
存
す
る
力
は
臣
民
を
諸
侯
又
は
上
位
者
に
［
服
従
さ
せ
る
］」
と
す
る
の
で
あ
る）（（（
（

。
こ
の
論

述
に
お
け
る
結
合
の
紐
帯
は
、
第
五
及
び
第
六
の
自
然
的
社
会
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
、
第
一
か
ら
第

四
の
自
然
的
社
会
の
紐
帯
に
つ
い
て
は
論
ず
る
必
要
が
な
い
ほ
ど
に
「
自
然
的
」
で
あ
る
と
の
認
識
が
隠
さ
れ
て
い
る
と
も
言
え
る

の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
本
節
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
事
柄
は
、
前
章
で
確
認
さ
れ
た
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
法
学
理
論
の
基
本
的
な
思
考
方
法
に
合
致
す

る
と
言
え
る
。
即
ち
、
神
と
人
間
と
を
同
一
平
面
に
置
く
「
普
遍
的
法
学
」
の
構
想
に
向
か
う
と
い
う
思
考
と
、「
自
然
的
社
会
」

が
男
女
間
の
も
の
か
ら
「
神
の
教
会
」
に
至
る
と
い
う
社
会
認
識
と
が
合
致
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

第
二
節　

国
家
観
念
を
巡
る
諸
問
題

　
（
一
）　

“civitas

”と
“respublica

”

　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
「
国
家
」
観
念
の
考
察
に
際
し
て
は
、
留
意
さ
れ
る
べ
き
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
、
後
掲
（
次
章
第

一
節
冒
頭
）
の
引
用
文
に
お
い
て
、「
“Suprem

atus

”に
関
し
て
論
ず
る
前
に
、
“Civitas

”と
は
何
か
、
“Respublica

”と
は
何
か
、

“Libertas

”と
は
何
か
、
“sum

m
a Potestas

”と
は
何
か
、
…
（
中
略
）
…
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
に
私
は
駆
り
立
て
ら
れ
る）（（（
（

」

と
い
う
よ
う
に
、「
主
権
」
や
「
国
家
」
に
関
わ
る
観
念
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
箇
所
に
お
い
て
、「
国
家
」
に
該
当
し
得
る
語
と
し
て

“civitas

”と
“respublica

”が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
発
生
す
る
。
即
ち
、
こ
れ
ら
二
つ
の
語
が
観
念
的
に
厳
格
に
区
分
さ
れ

て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
明
確
な
解
答
を
得
る
た
め
に
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
自
身
に
よ
る
こ
の
問
題
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に
関
す
る
記
述
が
存
在
す
れ
ば
よ
い
。
し
か
し
、
筆
者
が
確
認
し
得
た
限
り
で
は
、
そ
の
よ
う
な
記
述
は
存
在
し
な
い
。
む
し
ろ
、

“respublica

”と
“civitas

”が
等
置
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
記
述）（（（
（

や
“civitas

”に
加
え
て
「
協
定
に
よ
り
結
合
さ
れ
た
者
達

を
」（confederatos

）
も
“respublica

”と
呼
ぶ
場
合
が
あ
る
と
い
っ
た
記
述）（（（
（

の
存
在
に
鑑
み
れ
ば
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
両
者
を
区

別
し
て
い
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。（
ま
た
、
こ
れ
に
関
連
す
る
興
味
深
い
事
柄
と
し
て
、
本
節
で
触
れ
ら
れ
る
よ
う
に
“civitas

”に
関
す

る
或
る
種
の
定
義
は
存
在
す
る
も
の
の
、
“respublica

”に
関
す
る
同
様
の
記
述
は
見
出
さ
れ
得
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。）
ま
た
、
先
行

研
究
、
特
に
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
著
作
の
翻
訳
に
関
わ
る
も
の
に
目
を
転
ず
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
な
状
況
が
明
ら
か
と
な
る
。

　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
自
然
法
論
に
関
す
る
著
作
及
び
書
簡
を
羅
独
対
訳
の
形
式
で
纏
め
た
ブ
シ
ェ
（H

ubertus Busche

）
は

“civitas

”と
“respublica
”を
共
に
概
ね
“Staat

）
（（（
（

”と
す
る
。
例
外
的
に
、
“respublica

”が
“Staatw

esen

）
（（（
（

”と
さ
れ
て
い
る
箇
所

も
あ
る
も
の
の
、
両
語
の
厳
格
な
観
念
的
区
分
は
な
さ
れ
て
は
い
な
い
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
ま
た
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
政
治
関
連

著
作
を
抜
粋
・
英
訳
し
た
ラ
イ
リ
ー
（Patrick Riley

）
は
、
“civitas

”を
“a state

”と
、
“respublica

”を
“a com

m
onw

ealth

”

と
各
々
訳
出
す
る
場
合
が
あ
り
、
両
者
を
異
な
る
も
の
と
観
念
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る）（（（
（

。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
訳
語
は
一
貫
し

て
お
ら
ず
、
前
者
が
“a city

”と
さ
れ
て
い
る
箇
所）（（（
（

や
後
者
が
“a state

”と
訳
出
さ
れ
て
い
る
箇
所）（（（
（

も
見
ら
れ
る
。

　

総
じ
て
、
こ
れ
ら
の
訳
者
に
は
“civitas

”と
“respublica

”の
相
異
に
関
す
る
明
確
な
問
題
意
識
が
存
在
し
て
い
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
フ
リ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
は
、
そ
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
自
覚
を
示
す
次
の
よ
う
な
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。

　

フ
リ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
国
家
観
念
を
論
ず
る
中
で
、
“civitas

”を
「
政
治
的
共
同
体
」（a political 

com
m

unity

）
と
訳
出
し
つ
つ
、「
我
々
は
“civitas

”を
『
国
家
（state

）』
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
問
う
。
そ

し
て
、「
む
し
ろ
そ
れ
は
古
代
の
意
味
に
お
け
る
都
市
で
あ
る
、
市
民
の
総
体
で
は
な
い
の
か
」
と
し
、
更
に
、「
管
理

（adm
inistration

）
が
通
常
の
法
（ordinary law

）
の
下
で
の
権
威
に
繋
げ
ら
れ
る
場
合
に
の
み
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
国
家
（a 

state

）（respublica

）
に
つ
い
て
論
ず
る
で
あ
ろ
う
」
と
す
る）（（（
（

。
つ
ま
り
、
フ
リ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
論
理
の
中
で



7

ライプニッツの法理論と「近代国際法」（三）

は
、
“civitas

”は
単
な
る
「
政
治
共
同
体
」
で
あ
り
、
そ
れ
が
法
を
伴
っ
た
管
理
（
行
政
）
組
織
と
い
う
側
面
を
有
し
た
と
き
に

“respublica

”、
即
ち
、「
国
家
」
と
な
る
と
す
る
の
で
あ
る
。（
尚
、
こ
の
「
管
理
（
行
政
）
組
織
」
へ
の
着
目
と
い
う
点
で
は
、
フ

リ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
は
優
れ
て
い
る
と
言
え
る
も
の
の
、
次
項
で
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
、「
管
理
」
と
い
う
側
面
は
“civitas

”の
定
義
に
も
登
場
し

て
い
る
た
め
、
彼
の
理
解
は
支
持
し
難
い
も
の
で
あ
る
。）

　

但
し
、
フ
リ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
は
次
の
よ
う
な
留
保
を
設
け
て
い
る
。

　
　
「
国
家
の
政
治
的
（
社
会
学
的
）
概
念
と
法
的
概
念
の
明
確
な
区
分
を
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
帰
す
る
こ
と
は
人
為
的
で
あ
り
時
代
錯
誤
的

（anachronistic

）
で
あ
る
。
確
か
に
、
自
然
的
必
要
性
の
領
域
と
精
神
的
自
由
の
領
域
を
区
分
す
る
と
い
う
彼
の
傾
向
に
沿
っ
て
、
そ
の

よ
う
な
区
分
は
論
理
的
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
実
際
的
政
治
の
現
実
に
あ
ま
り
に
も
深
く
巻
き

込
ま
れ
、
そ
し
て
現
実
の
活
動
と
法
規
範
の
相
互
依
存
に
あ
ま
り
に
も
注
意
を
払
っ
て
い
た
た
め
に
、
そ
の
よ
う
な
区
分
を
重
要
と
は
み
な

す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。）

（（（
（

」

　　

つ
ま
り
、
フ
リ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
は
、
一
方
に
お
い
て
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
理
論
の
全
般
的
傾
向
か
ら
は
、
“civitas

”と

“respublica

”は
区
別
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
他
方
に
お
い
て
、
彼
が
現
実
と
法
と
の
相
互
関
係
を
重
視
し
た
結
果
、
そ
の
よ

う
な
区
別
を
貫
徹
し
て
い
な
い
、
と
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

私
見
に
よ
れ
ば
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
「
国
家
」
に
関
す
る
記
述
に
お
い
て
“civitas

”よ
り
も
“respublica

”を
多
用
す
る
傾
向
に

あ
る
。
し
か
し
、「
国
家
」
の
定
義
に
関
わ
る
と
解
さ
れ
る
記
述
に
お
い
て
は
、
“civitas

”が
使
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
た
め
、（
フ

リ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
が
す
る
よ
う
に
）
“civitas

”を
「
政
治
共
同
体
」
と
す
る
こ
と
に
は
躊
躇
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
た
め
、
本
稿
に
お

い
て
は
、
こ
れ
ら
二
語
を
何
れ
も
「
国
家
」
と
訳
出
し
、
原
語
を
付
す
こ
と
と
す
る
。
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（
二
）　

国
家
の
定
義

　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、『Suprem

atus

論
』
に
お
い
て
、
国
家
に
つ
い
て
の
或
る
種
の
定
義
を
次
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
。

　
「
国
家
（civitas

）
と
は
、
脅
威
と
さ
れ
が
ち
な
種
類
の
大
き
な
力
に
対
す
る
相
互
の
防
衛
の
希
望
に
向
け
て
、
集
住
す
る
意
思
を
も
っ

て
開
始
さ
れ
た
十
分
に
多
数
の
人
間
の
結
合
で
あ
り
、
共
通
の
物
の
或
る
種
の
管
理
に
向
け
確
実
に
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
み
な
さ
れ

る
。
家
族
に
は
、
或
い
は
若
干
の
家
族
か
ら
構
成
さ
れ
る
（
私
が
称
す
る
と
こ
ろ
の
）
村
落
に
は
、
大
き
さ
が
欠
如
し
て
い
る
。
軍
隊
に
は
、

或
い
は
（
ア
ジ
ア
旅
行
に
お
け
る
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
よ
う
な
）
偶
然
に
掻
き
集
め
ら
れ
た
大
き
な
社
会
に
は
、
集
住
す
る
意
思
が
欠
如
し
て
い

る
。）

（（（
（

」

　

つ
ま
り
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
と
っ
て
「
国
家
」
と
は
、「
相
互
の
防
衛
」
と
「
共
通
の
物
の
管
理
」
と
い
う
目
的
の
た
め
に
、「
集

住
す
る
意
思
」
を
有
す
る
「
十
分
に
多
数
の
人
間
の
結
合
」
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、『
自
然
法
の
基
礎
』
の
草
稿）（（（
（

に
は
、
次
の
よ
う

な
記
述
が
存
在
す
る
。

　
「
諸
々
の
国
家
（civitates

）
が
他
［
の
存
在
］
よ
り
も
、
よ
り
一
層
完
璧
（
そ
し
て
汝
は
、
よ
り
一
層
模
範
的
で
あ
る
、
と
加
え
よ
。）

で
あ
る
こ
と
は
何
ら
疑
わ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
国
家
0

0

（Civitas

）
は
安
全
の
社
会
（Societas securitatis

）、
即
ち
、

相
互
に
世
話
を
し
あ
う
安
全
に
つ
い
て
の
予
測
の
中
で
生
き
る
人
々
の
集
団
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。）

（（（
（

」

　

こ
こ
で
も
、「
相
互
の
安
全
」（securitas sibi

）
（（（
（

）
と
「
意
思
（
予
測
）」（opinio

）
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
そ

し
て
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
国
家
を
こ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
彼
の
国
家
理
論
に
お
い
て
社
会
契
約
論
的
な
国
家
構

成
原
理
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
と
解
す
る
余
地
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
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社
会
契
約
論
に
基
づ
く
国
家
理
論
が
採
用
さ
れ
て
い
る
か
否
か
は
、
次
の
こ
と
か
ら
、
本
章
、
そ
し
て
本
稿
全
体
に
と
っ
て
極
め

て
重
要
な
論
点
と
な
る
。
即
ち
、
本
章
に
お
け
る
主
要
な
問
題
点
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
国
家
理
論
に
お
い
て
、（
君
主
、
皇
帝
、
更

に
は
諸
侯
と
い
っ
た
）
自
然
人
た
る
主
権
者
が
国
家
か
ら
分
離
さ
れ
、
国
家
が
抽
象
的
存
在
と
し
て
措
定
さ
れ
、
そ
こ
に
抽
象
的
人

格
と
し
て
の
法
人
格
が
付
与
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
検
証
す
る
こ
と
に
あ
り
、
そ
し
て
そ
れ
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
ユ
ー
ス
・
ゲ

ン
テ
ィ
ウ
ム
理
論
が
ど
れ
だ
け
「
近
代
的
」
な
も
の
で
あ
る
か
を
考
察
す
る
と
い
う
本
稿
全
体
の
重
要
な
課
題
に
も
繋
が
る
こ
と
に

な
る
の
で
あ
る）（（（
（

。
そ
こ
で
、
次
に
彼
が
社
会
契
約
論
的
な
論
理
構
成
を
採
用
し
て
い
る
の
か
否
か
と
い
う
点
を
検
討
す
る
こ
と
と
す

る
。

　
（
三
）　

国
家
構
成
原
理
を
巡
る
問
題
：
不
完
全
な
社
会
契
約
論

　
『
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
批
判
』
に
お
い
て
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、「
社
会
0

0

は
、
相
互
の
合
意
を
何
等
か
の
行
為
に
お
い
て
約
し
た
多
数

の
者
の
集
合
で
あ
る
」（Societas est coetus plurium

, qui consensum
 sibi in aliquo negotio pacti sunt.

）
（（（
（

）
と
述
べ
て
い
る
。
こ

の
一
文
で
は
、
彼
が
社
会
契
約
論
的
観
点
か
ら
の
「
社
会
」
の
定
義
を
行
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
前
節
で

確
認
さ
れ
た
よ
う
に
、
彼
は
社
会
を
「
自
然
的
社
会
」
と
し
て
も
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
「
社
会
」
観
念
は
原
理
的
に
相
互

に
矛
盾
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
彼
の
真
意
は
奈
辺
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
た
め
に
は
、
彼

の
国
家
構
成
理
論
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
彼
が
社
会
契
約
論
を
展
開
し
た
の
か
否
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
先
ず
、
社
会
契
約
論
の
理
論
的
前
提
と
さ
れ
て
き
た
「
自
然
状
態
」
の
観
念
が
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
存
在

す
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
「
自
然
状
態
」
認
識
を
確
認
す
る
上
で
参
考
と
な
る
も
の
が
、『
法
原
理
考
察
』
に
お
け
る
次
の
よ
う
な
記
述

で
あ
る
。
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「
確
か
に
、
か
つ
て
は
結
合
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
人
間
達
か
ら
国
家
は
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
後
に
ど
の
よ
う
に
し
て
共

通
の
紐
帯
に
よ
り
全
て
の
者
を
相
互
に
拘
束
す
る
の
か
。）

（（（
（

」

　

こ
の
一
文
か
ら
は
、
人
間
に
は
国
家
を
設
立
す
る
以
前
の
結
合
さ
れ
な
い
状
態
が
存
在
し
た
と
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
考
え
て
い
た
こ

と
が
理
解
さ
れ
る
。
勿
論
、
こ
こ
で
は
「
自
然
状
態
」
と
い
う
言
葉
自
体
は
登
場
し
て
い
な
い
が
、
例
え
ば
、『
法
学
新
方
法
』
に

お
い
て
は
、「
不
法
」（injuria

）
に
関
す
る
説
明
の
中
で
、「
不
法
は
、
純
粋
な
自
然
状
態
に
お
い
て
、
相
互
に
あ
ら
ゆ
る
種
類
の

自
由
、
能
力
及
び
権
能
に
つ
い
て
の
権
利
、
加
害
者
に
対
す
る
戦
争
の
権
利
を
被
害
者
に
付
与
す
る）（（（
（

」
と
さ
れ
、
ま
た
、
権
利
取
得

の
五
つ
の
方
法
（m

odus

）
が
論
じ
ら
れ
る
中
で
、
そ
の
一
つ
と
し
て
（
そ
れ
が
「
国
家
（respublica

）
に
お
い
て
は
諸
々
の
法
律
に

よ
り
（legibus

）
制
約
さ
れ
て
い
る
」
事
柄
で
あ
る
と
の
留
保
は
付
さ
れ
て
い
る
が
）「
不
法
」
が
提
示
さ
れ
、
そ
の
よ
う
な
不
法
の
一

例
と
し
て
「
純
粋
な
自
然
状
態
に
お
い
て
相
互
に
全
て
の
権
利
を
揚
棄
す
る
人
間
社
会
の
破
壊
」（ruptio societatis hum

anae in 

statu m
ere naturali om

ne jus m
utuo tollens
）
（（（
（

）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
忠
告
』
に
お
い
て
は
、
ホ
ッ
ブ
ズ
の
自
然
状
態

観
が
批
判
さ
れ
て
い
る）（（（
（

。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
彼
な
り
の
自
然
状
態
観）（（（
（

を
有
し
て
い
る
こ

と
は
確
か
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
彼
の
自
然
状
態
観
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、『
人
間
悟
性
新
論
』
に
お
け

る
次
の
よ
う
な
論
理
が
解
答
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
神
は
人
間
を
「
社
会
的
被
造
物
」（une creature 

sociable

）
で
あ
る
よ
う
に
創
造
し
た
の
で
あ
り
、
人
間
は
同
類
と
の
共
存
の
必
要
に
向
け
て
動
機
付
け
ら
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
社

会
の
「
偉
大
な
道
具
で
あ
り
共
通
の
紐
帯
」
で
あ
る
言
語
能
力
を
与
え
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
（
更
に
、
こ
こ
で
も
ホ
ッ
ブ
ズ
の
人
間

観
が
批
判
さ
れ
て
い
る
。）
の
で
あ
る）（（（
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
自
然
状
態
を
比
較
的
平
和
な
も
の
と
捉
え
て
い
た
も
の
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と
判
断
さ
れ
る）（（（
（

。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
自
然
状
態
観
は
、
直
ち
に
次
の
よ
う
な
疑
問
を
発
生
さ
せ
る
。
即
ち
、
そ
の
よ
う
な
状
態

に
お
い
て
は
、
人
々
は
「
相
互
の
安
全
」
の
確
保
と
い
う
社
会
契
約
の
動
機
を
抱
懐
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問

で
あ
る）（（（
（

。

　

こ
の
疑
問
に
対
す
る
解
答
と
し
て
理
解
さ
れ
る
も
の
が
、
次
の
よ
う
な
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
議
論
で
あ
る
。
即
ち
、「
鳥
が
移
動
を

よ
り
よ
い
も
の
と
す
る
た
め
に
群
を
形
成
す
る
よ
う
に
、
そ
し
て
海
狸
が
大
き
な
堤
防
を
築
く
た
め
に
結
集
す
る
よ
う
に
」「
全
て

の
悪
意
（m

echanceté [sic]

）
か
ら
免
れ
て
い
る
最
良
の
人
々
（les m

eilleurs hom
m

es

）
は
、
自
ら
の
目
的
の
よ
り
よ
い
達
成
の

た
め
に
結
合
す
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る）（（（
（

。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
比
較
的
平
和
な
自
然
状
態
か
ら
、
人
間
は
先
述
の
よ
う
な
「
相
互
の
安
全
」
の
た
め
の
「
意
思
（
予
測
）」

を
も
っ
て
社
会
契
約
を
行
い
、
社
会
（
国
家
）
を
設
立
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
こ
の
よ
う
な
一
貫
し

た
理
論
を
明
示
的
に
は
提
示
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
果
た
し
て
我
々
は
、
彼
を
社
会
契
約
論
者
で
あ
る
と
評
価
し
得
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
肯
定
論
者
と
否
定
論
者
が
存
在
し
て
い
る
。

　

肯
定
論
者
と
し
て
は
、
第
一
に
フ
リ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
が
挙
げ
ら
れ
得
る
。
彼
は
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

　
「
彼
の
時
代
の
極
め
て
多
く
の
他
の
理
論
家
達
と
同
様
に
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
契
約
論
的
概
念
を
受
容
し
た
。
そ
れ
は
格
別
に
オ
リ
ジ
ナ

ル
な
も
の
で
は
な
く
、
ホ
ッ
ブ
ズ
及
び
ホ
ッ
ブ
ズ
的
人
々
と
は
対
照
的
に
伝
統
的
要
素
を
保
持
し
て
い
る
。
彼
は
、
フ
ィ
ル
マ
ー
の
家
長
的

理
論
と
ロ
ッ
ク
の
［
フ
ィ
ル
マ
ー
に
対
す
る
］
批
判
、
そ
し
て
、
後
者
［
即
ち
、
ロ
ッ
ク
］
自
身
の
解
釈
に
極
め
て
親
し
ん
で
い
た
。
ラ
イ

プ
ニ
ッ
ツ
自
身
の
見
解
は
ロ
ッ
ク
の
そ
れ
に
類
似
し
て
い
る
が
、
人
間
の
合
理
性
（rationality

）
へ
の
固
い
信
念
の
保
持
に
よ
っ
て
情
熱

の
支
配
的
重
要
性
と
い
う
ロ
ッ
ク
の
観
念
と
は
対
比
さ
れ
る
。）

（（（
（

」

　

ま
た
、
小
林
は
端
的
に
「
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
国
家
論
も
社
会
契
約
論
を
基
礎
と
し
て
い
る）（（（
（

」
と
す
る
。
し
か
も
小
林
は
、「
自
然
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状
態
に
お
け
る
所
有
の
自
然
権
は
、
自
然
状
態
が
人
々
に
と
り
不
利
益
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
、
契
約
に
よ
る
国
家
秩
序

の
形
成
が
合
理
的
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
修
正
さ
れ
、
分
配
的
正
義
の
観
念
が
社
会
に
導
入
さ
れ
る
が
、
こ
の
正
義
の
規
準
は

広
義
の
社
会
的
利
益
に
置
か
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う）（（（
（

」
と
論
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
正
義
の
観
念
が
国
家
形
成
に
も
関
わ

る
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
否
定
論
に
立
つ
ネ
イ
マ
ン
は
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

　
「
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
国
家
の
起
源
を
契
約
（pact

）
や
原
初
契
約
（original contract

）
と
い
う
よ
り
も
、
自
然
の
中
に
置
い
た
。
ホ
ッ

ブ
ズ
が
信
じ
た
よ
う
に
人
間
が
自
然
に
よ
り
純
粋
に
利
己
的
（egoistic

）
で
あ
る
と
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
み
な
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、

そ
れ
故
に
、
契
約
に
よ
っ
て
の
み
文
明
化
さ
れ
る
と
い
う
見
解
を
も
支
持
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
か
え
て
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
人
間
が
自

然
に
よ
り
他
の
者
の
完
全
化
と
幸
福
を
求
め
る
理
性
的
魂
で
あ
り
、
社
会
は
契
約
か
ら
で
は
な
く
、
自
然
か
ら
誕
生
す
る
と
論
じ
た
の
で
あ

る
。）

（（（
（

」

　

こ
れ
ら
の
論
者
の
見
解
の
対
立
は
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理
解
の
一
助
と
な
る
と
思
わ
れ
る
の
が
、

『
法
学
新
方
法
』
の
中
で
法
的
な
決
定
が
行
わ
れ
る
際
の
原
則
を
巡
り
展
開
さ
れ
て
い
る
次
の
よ
う
な
記
述
で
あ
る
。

　
「
我
々
は
次
に
決
定
の
諸
原
則

0

0

0

0

0

0

に
つ
い
て
（de principiis decidendi

）、
そ
れ
に
続
い
て
決
定
の
集
成

0

0

0

0

0

に
つ
い
て
（de collectione 

decisionum

）
論
ず
る
で
あ
ろ
う
。
決
定
の
諸
原
則

0

0

0

0

0

0

と
は
、
自
然
法
に
基
づ
く
理
性

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（ratio ex jure naturae

）
で
あ
り
、
確
か
な
国
家

0

0

0

0

0

法
に
基
づ
く
類
推

0

0

0

0

0

0

0

（sim
ilitudo, ex jure civili certo

）
で
あ
る
。
確
か
に
、
仮
に
我
々
が
物
事
を
正
確
に
考
察
す
る
な
ら
ば
、
全
て
の

国
家
法
は
、
法
に
属
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
事
実
に
属
す
る
。
何
故
な
ら
ば
、［
国
家
法
は
］
物
事
の
本
性
に
基
づ
く
の
で
は
な
く
、
歴
史

又
は
事
実
に
基
づ
い
て
吟
味
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
勿
論
、
証
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
法
律
が
公
布
さ
れ
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た
こ
と
、
或
い
は
慣
習
（consuetudo

）
が
導
入
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
続
い
て
証
明
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
、
法
律
を
も
た
ら
し

た
者
が
、
そ
の
者
に
属
す
る
も
の
に
つ
い
て
の
権
能
を
事
実
及
び
合
意
に
よ
り
取
得
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
か
ら
、
人
民
の

協
約
に
基
づ
い
て
法
律
が
有
効
で
あ
る
こ
と
（legem

 ex conventione populi valere

）
が
明
ら
か
で
あ
る
。
合
意
（pactum

）
が
介

在
し
な
か
っ
た
場
合
の
事
柄
に
つ
い
て
、
純
粋
法
を
保
持
す
る
こ
と
（obtinere jus m

erum

）
は
、
確
実
な
法
に
属
す
る
（certi juris 

sit

）
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
法
律
（lex

）
が
宣
言
し
な
か
っ
た
事
柄
に
関
す
る
事
件
に
お
い
て
は
、
自
然
法
（jus naturae

）
に
従
っ
て
裁

か
れ
る
べ
き
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
効
力
の
な
い
制
定
法
に
関
わ
る
事
件
に
お
い
て
は
、
共
通
法
（jus com

m
ne

）
に
従
っ
て

裁
か
れ
る
の
と
同
様
で
あ
る
。）

（（（
（

」

　

こ
の
一
節
に
お
い
て
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
法
的
決
定
の
原
則
を
「
自
然
法
に
基
づ
く
理
性
」
と
「
国
家
法
に
基
づ
く
類
推
」
で
あ

る
と
す
る
。（「
全
て
の
国
家
法
は
、
法
に
属
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
事
実
に
属
す
る
」
と
い
う
表
現
は
や
や
奇
異
に
思
え
る
が
、
そ
れ
は
、

自
然
法
と
国
家
法
の
対
比
に
お
い
て
、
後
者
が
人
為
（
即
ち
、「
事
実
」）
に
基
づ
く
も
の
（
そ
の
意
味
に
お
け
る
実
定
法
）
で
あ
る
こ
と
を
強

調
す
る
も
の
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。）

（（（
（

）
そ
の
上
で
彼
は
、
立
法
者
（「
法
律
を
も
た
ら
し
た
者
」）
の
権
能
が
「
事
実
及
び
合
意
」
に
基
づ

く
と
し
、
更
に
、
法
律
の
有
効
性
が
「
人
民
の
協
約
に
基
づ
く
」（ex conventione populi

）
と
す
る
。
こ
れ
と
同
様
の
認
識
は
、

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
博
士
学
位
請
求
論
文
に
お
い
て
も
、「
君
主
が
法
律
を
制
定
し
得
る
こ
と
で
す
ら
も
、
そ
の
こ
と
に
対
す
る
人
民

の
同
意
に
由
来
す
る）（（（
（

」
と
い
う
表
現
で
示
さ
れ
て
お
り
、
何
れ
に
し
ろ
、
社
会
契
約
と
し
て
の
「
人
民
の
協
約
」
が
早
期
の
著
作
か

ら
見
出
し
得
る
の
で
あ
る
。（
尚
、「
協
約
」（conventio

）
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
付
言
す
る
な
ら
ば
、
例
え
ば
、
ル
ソ
ー
が
、「
あ
ら
ゆ

る
社
会
の
中
で
最
も
古
く
、
ま
た
唯
一
自
然
な
も
の
」
と
さ
れ
て
い
る
家
族
に
つ
い
て
す
ら
も
「
協
約
（convention

）
に
よ
っ
て
の
み
維
持

さ
れ
て
い
る）（（（
（

」
と
し
て
い
る
よ
う
に
、
社
会
契
約
論
に
お
い
て
頻
繁
に
登
場
す
る
も
の
で
あ
る
。）

　

更
に
、
こ
の
一
節
に
お
い
て
、
立
法
者
が
重
視
さ
れ
て
い
る
点
に
も
我
々
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う）（（（
（

。
こ
の
立
法
者
の
重
視
と
い

う
特
色
は
、『
法
学
新
方
法
』
中
の
、「
倫
理
的
属
性

0

0

0

0

0

の
［
法
的
］
原
因
0

0

（Causa Q
ualitatis M

oralis

）
は
自
然
0

0

と
訴
権
0

0

で
あ
る
」
で
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始
ま
る
一
節
か
ら
も
読
み
取
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
に
お
い
て
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
占
有
（possessio

）、
不
法
（injuria

）、

協
約
等
の
法
的
原
因
や
淵
源
（fons

）
を
挙
げ
た
後
に
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

　
「
し
た
が
っ
て
、
不
法
は
不
法
行
為
及
び
準
不
法
行
為
の
（delictorum
 et quasi delictorum

）
淵
源
で
あ
る
。
そ
し
て
、
協
約
は
そ

の
中
に
全
て
の
約
束
と
承
諾
を
包
含
し
（[c]onventio vero prom

issiones acceptationesque om
nes in se continet

）、
そ
れ
故
に

文
言
の
解
釈
、
条
件
等
々
に
つ
い
て
の
教
説
（doctrina de verborum

 interpretatione, conditionibus, etc

）
が
役
立
つ
。
更
に
、

準
契
約
（[q]uasi contractus

）
は
物
権
（jus reale

）
に
関
わ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
自
然
の
淵
源
に
由
来
す
る
の
で
は
な
く
、
法
律

に
由
来
す
る
と
み
な
さ
れ
る
多
く
の
事
柄
は
、
そ
れ
ら
の
［
淵
源
の
］
中
の
一
つ
か
ら
、
確
か
に
、
協
約
に
由
来
す
る
。
何
故
な
ら
ば
、
人

民
は
立
法
者
に
従
う
こ
と
に
同
意
し
た
（populus in legislatorem

 com
prom

isit

）
か
ら
で
あ
る
。）

（（（
（

」

　

こ
こ
で
は
、「
人
民
は
立
法
者
に
従
う
こ
と
に
同
意
し
た
」
こ
と
が
「
協
約
」
で
あ
る
と
さ
れ
、
更
に
、
そ
れ
が
法
律
の
効
力
の

淵
源
で
あ
る
（「
法
律
に
由
来
す
る
と
み
な
さ
れ
る
多
く
の
事
柄
」
が
「
協
約
」
に
由
来
す
る
）
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
国
家

（
社
会
）
の
権
能
の
中
で
、
立
法
権
を
重
視
す
る
と
い
う
理
論
は
、
例
え
ば
、
ル
ソ
ー
も
示
し
て
お
り）（（（
（

、
社
会
契
約
論
の
系
譜
に
お

い
て
通
常
看
取
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。（
ま
た
、
主
権
理
論
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
、
ボ
ダ
ン
は
主
権
の
属
性
と
し
て
立
法
権
を
最
重
要
視

し
て
い
る
。）

（（（
（

）

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
論
述
は
社
会
契
約
論
と
し
て
十
分
理
解
可
能
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
但
し
、
本
章
（
第
一

節
）
に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
通
り
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
「
自
然
的
社
会
」
と
い
う
観
念
に
よ
っ
て
社
会
を
説
明
し
、
そ
の
延
長
線
上

で
国
家
理
論
を
構
想
し
て
い
る
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
そ
れ
故
に
、
前
述
の
ネ
イ
マ
ン
の
指
摘
が
全
く
の
的
外
れ
で
あ
る
と
は
言
え

な
い
し
、
ま
た
、
社
会
契
約
論
者
の
系
譜
に
関
す
る
現
代
的
理
解
に
お
い
て
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
契
約
論
者
と
し
て
重
視
さ
れ
る

こ
と
は
な
い
の
で
あ
る）（（（
（

。
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む
し
ろ
、
よ
り
大
き
な
問
題
は
次
の
点
に
あ
る
。
即
ち
、
一
方
に
お
い
て
「
自
然
的
社
会
」
を
論
じ
な
が
ら
、
他
方
に
お
い
て
、

契
約
論
的
な
観
念
に
よ
り
国
家
を
論
ず
る
と
い
う
こ
と
が
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
可
能
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
ラ
イ

プ
ニ
ッ
ツ
は
こ
の
よ
う
な
自
ら
の
主
張
が
矛
盾
し
た
も
の
で
あ
る
と
は
自
覚
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て

は
、
本
章
の
「
ま
と
め
」
に
お
い
て
考
察
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

本
節
の
最
後
に
、
更
に
確
認
さ
れ
る
べ
き
事
柄
が
挙
げ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
前
述
の
通
り
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
『
法
学
新
方

法
』
に
お
い
て
「
不
法
」
が
「
純
粋
な
自
然
状
態
」
に
お
い
て
も
「
加
害
者
に
対
す
る
戦
争
の
権
利
を
被
害
者
に
付
与
す
る）（（（
（

」
と
し

て
い
る
。「
戦
争
の
権
利
」
の
発
生
は
（
前
章
第
二
節
で
確
認
さ
れ
た
）「
自
然
法
の
三
段
階
説
」
の
第
一
段
階
に
お
け
る
「
厳
格
（
純

粋
）
法
」
の
問
題
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
彼
の
国
家
理
論
に
お
い
て
も
同
説
を
基
礎
に

置
い
た
思
考
を
展
開
し
て
い
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

第
三
節　

国
家
の
抽
象
的
人
格
性

　
（
一
）　

国
家
の
法
人
格

　

国
家
の
抽
象
的
人
格
を
巡
る
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
理
論
に
つ
い
て
考
察
す
る
の
に
先
立
ち
、
本
節
で
は
最
初
に
、
彼
に
よ
る
「
人

格
」（persona

）
そ
れ
自
体
の
定
義
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

先
ず
、『
自
然
法
の
基
礎
』
に
お
い
て
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
「
人
格
と
は
、
自
ら
を
愛
す
る
各
々
の
者
或
い
は
喜
び
又
は
苦
し
み

に
働
き
か
け
ら
れ
る
各
々
の
者
で
あ
る）（（（
（

」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
自
然
人
の
人
格
に
つ
い
て
の
定
義
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
他
に
、

「
そ
の
者
或
い
は
人
格
と
は
そ
の
者
の
何
ら
か
の
意
思
で
あ
る）（（（
（

」
と
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
人
格
と
は
意

思
の
主
体
で
あ
る
と
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
理
解
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、『
法
学
新
方
法
』
に
お
い
て
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、「
倫
理
的
属
性
（qualitas m

oralis

）
の
主
体
は
人
格
及
び
物
で
あ
る
」
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と
し
た
上
で
、「
人
格
と
は
理
性
的
実
在
（substantia rationalis

）
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
れ
は
自
然
的
［
実
在
］
で
あ
る
か
公
的

［
実
在
］（vel naturalis vel civilis

）
で
あ
る
」
と
し
、
自
然
的
実
在
と
し
て
、
神
、
天
使
（angelus

）、
そ
し
て
人
間
を
挙
げ
て
い

る
）
（（（
（

。

　

こ
れ
ら
の
記
述
が
意
味
す
る
こ
と
は
、
自
然
人
以
外
に
も
意
思
を
有
し
得
る
主
体
に
人
格
を
与
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
実
際
に
そ
の
よ
う
な
論
理
が
示
さ
れ
て
い
る
も
の
が
、『
自
然
法
の
基
礎
』
に
お
け
る
次
の
記
述
で
あ
る
。

　
「
例
え
ば
、
社
団
の
よ
う
な
公
的
人
格
が
実
際
に
認
め
ら
れ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
は
意
思
を
有
す
る
か
ら
で
あ
る
。
確
か
に
そ
の

意
思
と
は
、
団
体
構
成
員
、
即
ち
、
諸
々
の
自
然
人
が
、
意
見
の
不
一
致
の
場
合
に
全
て
の
者
の
［
一
個
の
］
人
格
で
あ
る
と
見
做
さ
れ
る

こ
と
を
欲
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
［
即
ち
、
意
思
］
は
多
数
決
に
よ
り
、
極
め
て
困
難
な
事
柄
に
つ
い
て
は
、
事
情
の
考
量
に
よ
り
、
抽

籤
に
よ
り
又
は
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
。）

（（（
（

」

　

つ
ま
り
、
複
数
の
自
然
人
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
社
団
（collegium

）
に
も
、
そ
れ
が
意
思
（
そ
れ
は
何
ら
か
の
方
法
で
決
定
可
能
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。）
を
有
す
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
公
的
人
格
（persona civilis

）
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る）（（（
（

。
そ
し
て
、

こ
の
よ
う
な
公
的
人
格
が
国
家
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、「
意
思
を
有
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
自
然
［
人
］
の
人
格
と
同
様
に
、
自

由
な
る
諸
国
家
に
お
い
て
公
的
人
格
が
認
め
ら
れ
る）（（（
（

」、「
国
家
は
一
つ
の
公
的
人
格
で
あ
る
が
、
そ
の
内
部
で
は
自
然
的
［
人
格
］

が
永
遠
に
流
れ
動
い
て
い
る）（（（
（

」、「
そ
の
者
の
同
等
者
に
対
し
て
“sum

m
a potestas

”を
有
す
る
一
つ
の
公
的
人
格
は
国
家
で
あ

る
）
（（（
（

」、
更
に
は
、「
帝
国
は
一
つ
の
公
的
人
格

0

0

0

0

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）（（（
（

」
と
い
っ
た
表
現
で
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
て
い
る）（（（
（

。
こ
の
「
公

的
人
格
」
の
観
念
に
つ
い
て
は
、
当
時
既
に
国
家
に
も
認
め
ら
れ
る
も
の
と
の
理
論
が
知
ら
れ
て
お
り
、
例
え
ば
、
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、

国
家
（civitas

）
を
公
的
人
格
と
し
、「
そ
の
意
思
が
多
数
の
人
間
の
合
意
に
基
づ
き
そ
の
全
て
の
者
の
意
思
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
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べ
き）（（（
（

」
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
国
家
に
人
格
を
認
め
た
こ
と
は
決
し
て
新
奇
な
こ
と
で
は
な

か
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

そ
れ
で
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
説
く
「
公
的
人
格
」
と
し
て
の
国
家
は
法
人
格
を
持
つ
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
か）（（（
（

。
こ
の
点
の
解
明
の
た
め
に
は
、
次
の
記
述
が
参
考
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
「
権
利
と
義
務
が
帰
属
す
る
者
に
は
、
一
つ
の
意
思
が
生
ず
る
。
一
つ
の
意
思
が
生
ず
る
者
は
、
一
つ
の
公
的
人
格
で
あ
る
…
…
［
以
下

略
］。）

（（（
（

」

　

つ
ま
り
、
公
的
人
格
と
は
、
権
利
と
義
務
が
帰
属
し
、
独
自
の
意
思
を
有
す
る
法
主
体
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
、
公
的
人
格
で
あ
る

国
家
は
法
主
体
で
あ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る）（（（
（

。
そ
し
て
こ
の
解
釈
は
「
公
的
人
格
と
は
全
て
の
者
の
諸
権
利
の
集
合
体
で
あ
る）（（（
（

」

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
補
強
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
公
的
人
格
を
法
人
格
と
し
て
理
解
し
な
け
れ
ば
、「
諸
権
利
」
が

法
的
に
無
意
味
な
も
の
と
さ
れ
て
し
ま
う
（
逆
に
言
う
な
ら
ば
、
全
て
の
者
の
諸
権
利
が
保
全
さ
れ
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ら
が
何
等
か
の

権
利
と
し
て
法
人
格
で
あ
る
公
的
人
格
に
転
換
・
帰
属
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
故
に
、
公
的
人
格
は
法
人
格
で
あ
り
、
国
家
が
そ
の

よ
う
な
法
人
格
を
有
す
る
と
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
考
え
て
い
た
も
の
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る）（（（
（

。

　

但
し
、
こ
の
よ
う
な
論
理
が
近
代
主
権
国
家
の
法
人
格
性
に
直
結
す
る
の
で
は
な
い
点
は
留
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

り
、
こ
の
点
は
次
の
一
節
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
「
し
か
し
な
が
ら
、
国
家
（Civitas

）
は
自
権
者
（sui juris

）
で
あ
る
か
、
他
者
の
権
利
に
属
す
る
。
支
配
地

0

0

0

（D
itio [sic]

）
と
は
、

共
通
の
統
治
に
服
す
る
居
住
さ
れ
た
土
地
の
広
が
り
（terrae habitatae tractus

）
で
あ
る
。
大
き
な
支
配
地
は
地
方
0

0

（R
egio

）
と
呼
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ば
れ
、
地
方
は
、
他
の
よ
り
大
き
な
支
配
地
の
一
部
で
あ
る
と
き
、
州0

（Provincia

）
と
言
わ
れ
る
。
領
域
0

0

（T
erritorium

）
は
、
国
家

（civitas

）、
支
配
地
、
或
い
は
土
地
の
広
が
り
に
共
通
の
名
称
で
あ
る
。）

（（（
（

」

　

つ
ま
り
、
国
家
は
自
ら
が
法
主
体
性
を
有
す
る
（「
自
権
者
で
あ
る
」）
場
合
も
あ
れ
ば
、
そ
う
で
は
な
い
（「
他
者
の
権
利
に
属
す

る
」）
場
合
も
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
全
て
の
国
家
が
独
立
し
た
法
主
体
性
を
有
す
る
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
、

国
家
は
「
土
地
の
広
が
り
」（terrae tractus

）
の
一
形
態
で
し
か
な
い
の
で
あ
っ
て
、
他
の
形
態
（
地
方
・
州
）
と
の
相
対
的
な
関

係
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
国
家
で
あ
る
こ
と
の
独
自
性
は
こ
こ
に
は
見
出
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　
（
二
）　

領
域
の
結
合
と
法
人
格

　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
国
家
の
法
人
格
理
論
を
考
察
す
る
上
で
、「
人
格
」
や
「
公
的
人
格
」
の
観
念
と
同
様
に
重
要
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
事
柄
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、『Suprem

atus

論
』
中
で
複
数
の
領
域
（plura territoria

）
が
一
つ
の
統
一
体
に
（in unum

 

corpus

）
統
合
さ
れ
得
る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
た
後
に
登
場
す
る
次
の
一
節
の
中
に
表
さ
れ
て
い
る
。

　
　
「
し
か
し
な
が
ら
、
同
盟
0

0

と
連
合
0

0

の
間
に
は
（inter Confoederationem

 &
 U

nionem

）、
団
体
0

0

と
社
団
0

0

の
間
（inter Societatem

 &
 

Collegium

）
の
よ
う
に
、
大
き
な
も
の
［
即
ち
、
差
異
］
が
存
在
す
る
。
諸
個
人
の
物
が
元
本
に
（in sortem

）
拠
出
さ
れ
、
利
益
が
全

て
の
者
の
間
で
配
分
さ
れ
る
と
き
、
複
数
の
者
の
団
体
（Societas

）
が
存
在
す
る
。
し
か
し
、
組
織
体
（Corpus

）
又
は
社
団

（Collegium

）
に
お
い
て
は
、
何
ら
か
の
新
た
な
公
的
人
格
（nova quaedam

 persona civilis

）
が
構
成
さ
れ
、
共
通
の
金
庫

（aerarium

）
に
拠
出
さ
れ
た
も
の
は
、
個
々
人
の
も
の
で
は
な
く
、
組
織
体
そ
れ
自
体
の
も
の
で
あ
り
、
利
益
は
全
員
の
又
は
多
数
派
の

決
定
に
よ
る
場
合
を
除
い
て
配
分
さ
れ
な
い
。
同
盟
（Confoederatio

）
は
言
葉
だ
け
に
よ
っ
て
結
ば
れ
、
必
要
が
あ
れ
ば
、
力
が
一
体
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と
さ
れ
る
。
連
合
（U

nio

）
に
と
っ
て
は
、
構
成
員
に
対
す
る
何
ら
か
の
権
威
（
そ
の
権
威
は
、
通
常
の
権
利
に
よ
り
、
ど
こ
で
あ
ろ
う

と
よ
り
重
要
な
事
柄
及
び
公
共
の
福
祉
に
関
係
す
る
事
柄
に
関
し
て
（de rebus m

ajoris m
om

enti ac salutem
 publicam

 
spectantibus

）
支
配
す
る
。）
を
有
す
る
或
る
種
の
確
実
な
管
理
（certa quaedam

 adm
inistratio

）
が
設
定
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
そ
こ
で
は
国
家
0

0

（R
espublica

）
が
存
在
す
る
こ
と
を
私
は
肯
定
す
る
。）

（（（
（

」

　　

こ
の
一
節
に
お
い
て
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
領
域
が
結
合
さ
れ
る
場
合
に
「
同
盟
」（confoederatio

）
と
「
連
合
」（unio

）
（（（
（

）
の

二
つ
の
形
態
が
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
ら
の
法
人
格
に
つ
い
て
「
団
体
」（societas

）
と
「
社
団
」（collegium

）
（（（
（

）
と
の
対
比
を
用
い
て

説
明
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
彼
は
、
連
合
を
社
団
に
類
比
さ
せ
て
、
連
合
に
単
一
の
法
人
格
を
承
認
し
た
上
で
、
連
合
が
「
構
成
員

に
対
す
る
何
ら
か
の
権
威
を
有
す
る
或
る
種
の
確
実
な
管
理
」
を
行
う
な
ら
ば
、
そ
れ
は
「
国
家
」
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
領
域
の
結
合
体
に
対
す
る
統
一
的
管
理
の
有
無
に
よ
っ
て
、
国
家
で
あ
る
か
否
か
（
即
ち
、
単
一
の
法

人
格
と
な
る
か
否
か
）
が
決
定
さ
れ
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

但
し
、
前
述
の
引
用
箇
所
に
先
立
っ
て
、「
個
々
の
（
領
域
の
）
“superioritas territorialis

”は
そ
の
ま
ま
で
」
と
の
限
定
が
付

さ
れ
て
い
る
た
め
、
法
人
格
の
結
合
は
あ
っ
て
も
、
個
々
の
領
域
の
“superioritas territorialis

”は
維
持
さ
れ
る
点
に
は
注
意
を

要
す
る
。
こ
こ
に
は
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
構
想
す
る
「
統
治
権
」
理
論
の
複
雑
さ
が
内
包
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
こ

の
点
に
つ
い
て
は
、
次
章
に
お
け
る
彼
の
「
主
権
」
理
論
の
検
討
の
後
に
、（
次
章
「
ま
と
め
と
若
干
の
考
察
」
中
で
）
再
論
す
る
こ

と
と
す
る）（（（
（

。

　

ま
た
、
前
述
の
一
節
に
お
い
て
は
、
領
域
、
即
ち
、
“territorium

”の
結
合
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
“territorium

”

は
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
領
邦
を
も
意
味
す
る
言
葉
で
あ
る
た
め
、
こ
の
議
論
は
同
帝
国
の
領
邦
の
結
合
の
程
度
と
法
人
格
に
つ
い
て

論
じ
て
い
る
と
も
解
さ
れ
る
。（
実
際
に
、
こ
の
引
用
箇
所
に
先
行
す
る
箇
所
に
お
い
て
、
複
数
の
領
域
が
統
一
さ
れ
た
「
顕
著
な
諸
事
例
」
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と
し
て
、「
ス
イ
ス
」（H

elveticum
 Corpus

）
及
び
「
オ
ラ
ン
ダ
」（U

nitae Provinciae

）
（（（
（

）
と
共
に
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。）

（（（
（

）
そ
う
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
次
章
及
び
次
々
章
に
お
い
て
も
検
討
さ
れ
る
帝
国
の
選
帝
侯
及
び
諸
侯
を
も
含
め
た
か
た

ち
で
の
「
主
権
」
及
び
「
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
」
に
関
す
る
理
論
の
構
築
と
い
う
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
理
論
的
特
色
が
こ
こ
に
も

現
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

ま
と
め
と
若
干
の
考
察

　

以
上
、
本
章
で
検
討
・
確
認
さ
れ
た
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
国
家
観
念
を
巡
る
諸
理
論
に
つ
い
て
は
、
差
当
た
り
次
の
三
点
に
纏
め
る

こ
と
が
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

第
一
に
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
「
自
然
的
社
会
」
と
し
て
、
第
一
の
男
女
間
の
も
の
か
ら
、
第
五
の
市
民
社
会
（
国
家
）、
更
に
は

第
六
の
「
神
の
教
会
」
に
至
る
社
会
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
彼
の
「
普
遍
的
法
学
」
の
構
想
と
同
様
に
、
神
と
人
間
を
同

一
平
面
に
置
い
て
統
一
的
に
説
明
し
よ
う
と
す
る
思
考
と
合
致
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

　

次
に
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
「
自
然
状
態
」
に
つ
い
て
の
認
識
と
「
国
家
」
の
定
義
を
基
に
す
る
な
ら
ば
、
彼
が
社
会
契
約
論
的
な

国
家
構
成
原
理
を
展
開
し
て
い
た
と
理
解
す
る
こ
と
は
十
分
可
能
で
あ
る
。
但
し
、「
自
然
的
社
会
」
の
観
念
に
よ
っ
て
社
会
を
説

明
す
る
彼
の
理
論
は
、
社
会
契
約
論
と
し
て
は
不
完
全
な
も
の
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

最
後
に
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
国
家
の
抽
象
的
人
格
性
を
承
認
す
る
の
み
な
ら
ず
、
領
域
の
結
合
と
法
人
格
の
関
係
に
つ
い
て
も
、

「
同
盟
」（confoederatio

）
と
「
連
合
」（unio

）
の
相
異
の
認
識
を
通
じ
て
理
解
し
、
理
論
化
し
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ

し
て
、
こ
の
こ
と
は
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
抱
懐
し
て
い
た
国
家
観
念
が
近
代
国
際
法
理
論
に
お
け
る
国
家
の
法
人
格
を
巡
る
理
論
に
近

接
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。（
但
し
、
そ
れ
が
「
近
代
主
権
国
家
」
の
観
念
に
合
致
す
る
か
否

か
の
判
断
は
、
次
章
に
お
け
る
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
「
主
権
」
観
念
に
つ
い
て
の
検
証
を
経
な
け
れ
ば
、
下
す
こ
と
は
で
き
な
い
。）
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さ
て
、
以
上
の
諸
点
に
関
し
て
若
干
の
考
察
を
試
み
る
こ
と
と
す
る
が
、
そ
れ
ら
は
直
接
的
に
は
第
一
点
及
び
第
二
点
に
関
わ
る

問
題
、
即
ち
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
「
不
完
全
な
社
会
契
約
論
」
を
巡
る
も
の
で
あ
る
。

　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
論
理
は
社
会
契
約
論
と
し
て
は
矛
盾
を
孕
む
も
の
で
あ
り
、
そ
の
矛
盾
の
根
本
に
は
、
次
の
二
点
が
存
在
し
て

い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
第
一
に
、
彼
の
「
自
然
的
社
会
」
の
理
論
に
お
い
て
は
第
五
の
自
然
的
社
会
と
し
て
「
市
民
社
会
」
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
社
会
（
国
家
）
は
自
然
に
生
成
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
契
約
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
も
の

で
は
な
い
と
彼
が
考
え
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
第
二
に
、（
本
章
第
一
節
で
確
認
さ
れ
た
よ
う
に
）
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
「
自
然

的
社
会
」
に
関
す
る
理
論
の
中
で
、「
第
三
の
自
然
的
社
会
」
と
し
て
の
「
主
人
と
召
使
と
の
間
」
に
存
在
す
る
社
会
に
お
い
て

「
本
性
に
よ
り
（von N

atur

）、
そ
の
者
に
命
ず
る
他
者
に
従
っ
て
召
使
と
し
て
働
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
人
間
が
存
在
す
る
と

し
て
お
り
、
こ
こ
に
は
彼
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
人
間
観
が
示
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
彼
の
人
間
観
に
は
「
社
会
契
約
」
の
前
提

と
な
る
「
個
人
の
平
等
」
と
い
う
観
念
が
欠
如
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
根
本
的
問
題
点
の
存
在
に
よ
っ
て
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ

ツ
の
国
家
理
論
は
究
極
的
に
は
、
ホ
ッ
ブ
ズ
や
ル
ソ
ー
等
が
展
開
し
た
（
但
し
、
彼
等
の
間
に
も
重
要
な
理
論
的
前
提
、
例
え
ば
、「
自

然
状
態
」
に
お
け
る
人
間
の
相
互
関
係
を
如
何
な
る
も
の
と
し
て
構
想
す
る
か
、
に
つ
い
て
の
相
異
は
存
在
す
る
。）「
完
全
な
社
会
契
約

論
」
と
は
相
容
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、「
完
全
な
社
会
契
約
論
」
を
基
準
と
す
れ
ば
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
理
論

は
社
会
契
約
論
で
は
あ
り
得
な
い
こ
と
に
な
る
。（
こ
れ
は
、
本
章
第
二
節
（
三
）
で
触
れ
ら
れ
た
ネ
イ
マ
ン
の
解
釈
に
繋
が
る
。）
つ
ま

り
、「
社
会
契
約
論
」
を
如
何
な
る
も
の
と
し
て
理
解
す
る
か
に
よ
っ
て
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
理
論
の
評
価
は
変
化
す
る
の
で
あ
る
。

（
そ
し
て
、
本
章
に
お
け
る
結
論
は
、
彼
の
理
論
が
「
社
会
契
約
論
と
し
て
十
分
理
解
可
能
」
な
も
の
で
あ
り
、「
不
完
全
な
社
会
契
約
論
」
で

あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。）

　

そ
う
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
不
確
定
な
問
題
に
対
す
る
確
定
的
解
答
を
求
め
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
こ
の
よ
う
な
理
論
を

展
開
す
る
彼
の
根
本
的
思
考
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
の
方
が
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
理
論
を
理
解
す
る
上
で
よ
り
有
益
で
あ
ろ
う
。
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（
尚
、
本
稿
「
序
論
」
で
も
言
及
さ
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
検
討
は
彼
が
置
か
れ
た
単
純
な
社
会
的
乃
至
政
治
的
文
脈
を
論
じ
よ
う
と
す

る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。）
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
検
討
を
行
う
際
に
、
考
慮
さ
れ
る
べ
き
事
柄
が
、
前
述
の
第
三
点
、
即

ち
、
国
家
の
抽
象
的
人
格
性
を
巡
る
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
理
解
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
但
し
、
こ
の
点
は
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
国
制
の
当

時
の
状
況
に
深
く
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
帝
国
国
制
と
彼
の
理
論
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
（
次
章
及
び
次
々
章
に
お
い
て
）
論

じ
た
後
に
、
本
稿
の
「
結
論
」
に
お
い
て
論
ず
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

以
上
の
よ
う
な
留
保
を
付
し
つ
つ
、
我
々
は
次
に
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
国
家
理
論
の
「
近
代
性
」
の
検
証
の
た
め
に
、
彼
の
「
主

権
」
理
論
の
検
討
に
進
む
の
で
あ
る
。

（
222
）　

フ
リ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
に
よ
れ
ば
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
存
続
可
能
性
に
つ
い
て
の
確
信
か
ら
、
長
く
「
二
振
り
の

剣
」
理
論
の
も
と
で
の
普
遍
的
秩
序
の
観
念
を
保
持
し
、
最
晩
年
に
な
っ
て
漸
く
そ
れ
を
放
棄
し
、
専
制
的
近
代
国
家
制
度
に
関
心
を
移

し
た
が
、
そ
れ
は
ホ
ッ
ブ
ズ
的
な
権
力
国
家
（M

achtstaat

）
で
は
な
く
、
英
国
及
び
ド
イ
ツ
の
伝
統
的
な
法
治
国
家
（Rechtsstaat

）、

即
ち
、
法
の
優
越
に
基
づ
く
憲
法
的
秩
序
で
あ
っ
た
と
い
う
。（Friedrich, 

“Philosophical Reflection

”, pp.86-87.

）
フ
リ
ー
ト
リ
ッ

ヒ
は
、
ま
た
、「
ロ
ッ
ク
と
同
様
、
彼
［
即
ち
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
］
は
立
憲
主
義
者
で
あ
り
、
法
治
国
家
の
信
奉
者
で
あ
っ
た
」
こ
と
、

そ
し
て
「
彼
は
ま
た
有
能
な
者
（the talented
）
に
よ
る
自
然
的
貴
族
政
（a natural aristocracy

）
の
信
奉
者
で
あ
っ
た
」
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る
。（Ibid., p.90.

）
こ
の
よ
う
に
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
政
体
論
を
考
察
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
本
論
に

お
い
て
示
さ
れ
た
よ
う
な
理
由
に
よ
り
、
彼
の
政
体
論
は
本
稿
に
お
け
る
考
察
の
対
象
外
に
置
か
れ
る
。

（
223
）　V

om
 N

aturrecht, Guhrauer, I, 414.

（
224
）　

尚
、
こ
の
小
品
に
お
い
て
、
自
然
法
は
「
諸
々
の
自
然
的
社
会
を
保
全
又
は
振
興
す
る
も
の
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。V

om
 

N
aturrecht, Guhrauer, I, 414.

（
225
）　

ま
た
、
悟
性
の
重
視
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、
次
の
点
か
ら
も
看
取
可
能
で
あ
る
。
即
ち
、「
観
念
（notions

）
に
は
、
単
に
感
覚

的
な
も
の
（le sensible

）
と
、
感
覚
的
で
あ
り
な
が
ら
知
覚
的
な
も
の
（le intelligible

）
と
、
知
覚
的
で
あ
る
だ
け
の
も
の
」
が
存
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在
す
る
と
し
て
、
観
念
を
三
種
に
区
分
し
、
明
晰
・
判
明
に
認
識
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
は
、
知
覚
し
得
る
観
念
で
あ
る
悟
性

（lʼentendem
ent

）
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。Leipniz an die K

önigin Sophy Charlotte von Preußen, Gerhardt, 
V

I, 502.

（
226
）　V

om
 N

aturrecht, Guhrauer, I, 416-417.

尚
、「
カ
ト
リ
ッ
ク
的
」
と
は
元
来
「
普
遍
的
」
を
意
味
し
た
。

（
227
）　

尚
、
第
五
と
第
六
の
自
然
的
社
会
は
ア
ル
ト
ジ
ウ
ス
（J. A
lthusius, Politicae m

ethodice digesta (1603), ch.5 ff.

）
に
由
来

し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
す
る
見
解
が
あ
る
。Riley, 79, n.1.

（
228
）　V

om
 N

aturrecht, Guhrauer, I, 419.

（
229
）　D

e jure suprem
atus, A

d lectrem
. (D

utens, IV
, iii, 332-333: K

lopp, IV
, 12.)

（
230
）　D

e jure suprem
atus, cap.X

. (D
utens, IV

, iii, 357: K
lopp, IV

, 52.)

（
231
）　

“Respublica est civitas quae ultra securitatis form
am

 habet form
am

 

…
… seu praebendae felicitatis.

” Elem
enta. 

(A
kadem

ie, V
I, i, 446: Busche, 158-159.)

（
232
）　Contra Servinum

. (K
lopp, I, 162.)

（
233
）　

“civitas

”: E
.g., Busche, 76-77, 160-161. 

“respublica

”: E
.g., Busche, 46-47, 50-53, 84-85, 164-167, 172-173.

（
234
）　E

.g., Busche, 220-221.

（
235
）　E

.g., Riley, 114.

（
236
）　E

.g., Riley, 114.

こ
れ
は
、
一
七
世
紀
の
文
書
に
お
い
て
“civitas

”が
「
都
市
」
を
意
味
す
る
場
合
に
も
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い

う
事
実
（
そ
の
例
と
し
て
、
所
謂
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
に
お
い
て
、「
自
由
帝
国
都
市
」
が
“libera Im

perii civitas

”と
さ
れ
、

「
ハ
ン
ザ
諸
都
市
」
が
“Civitates A

nseaticae

”と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。）
を
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
誤
訳
と
は
断
言
で
き

な
い
。

（
237
）　E

.g., Riley, 117.

（
238
）　Friedrich, 

“Philosophical Reflection

”, p.87.

尚
、「
通
常
の
法
」
と
は
、「
強
制
さ
れ
た
法
（enforced law

）
を
意
味
し
、
法

の
強
制
の
た
め
に
権
威
あ
る
（in authority

）
何
者
か
が
命
令
権
（jus im

perandi

）（
そ
れ
は
命
令
さ
れ
た
事
柄
を
人
々
に
強
制

（coerce

）
し
、
行
わ
せ
る
権
利
で
あ
る
。）
を
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
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（
239
）　Ibid.

（
240
）　

“Civitas esse videtur coetus hom
inium

 satis m
agnus ad spem

 defensionis m
utuae contra vim

 m
agnam

, qualis 
m

etui solet, anim
o cohabitandi, certa quadam

 rerum
 com

m
unium

 adm
inistratione constituta, initus. Fam

iliae, im
o 

&
 voco, sive pago, ex aliquot fam

iliis com
posito deest m

agnitude; Exercitibus, vel m
agnae cuidem

 societati casu 
constatae, quales sunt Caravanae in itineribus A

siaticis, deest anim
us cohabitandi.

” De jure suprem
atus, cap.X

. 
(D

utens, IV
, iii, 357: K

lopp, IV
, 52.)

（
241
）　

ブ
シ
ェ
に
よ
れ
ば
、『
自
然
法
の
基
礎
』
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
マ
イ
ン
ツ
時
代
初
期
か
ら
そ
の
構
想
が
練
ら
れ
て
い
た
が
、
遂
に

完
成
に
は
至
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。Busche, Einleitung, ci.

（
242
）　

“Civitates nihil dubitandum
 est alias aliis esse perfectiores, adde et regulariores. Cum

 enim
 Civitas sit Societas 

securitatis, id est m
ultitude hom

inum
 in securitatis sibi m

utuo procuratae opinione viventium
.

” E
lem

enta. 
(A

kadem
ie, V

I, i, 446: Busche, 160-161.)

（
243
）　
「
安
全
」
が
国
家
の
定
義
に
関
わ
る
と
の
認
識
は
、
或
る
書
簡
に
お
い
て
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
「
私
の
国
家
（Estat [sic]

）
の
定
義
」

と
し
て
「
そ
の
目
的
が
共
通
の
安
全
（la seureté [sic] com

m
une

）
で
あ
る
大
き
な
社
会
」
と
し
て
い
る
点
に
も
示
さ
れ
て
い
る
。

Lettre à M
r. de Falaiseau (1705). (K

lopp, IX
, 143.)

（
244
）　

フ
ィ
ー
ア
ハ
オ
ス
（Rudolf V

ierhaus
）
は
次
の
よ
う
に
、
社
会
契
約
論
と
国
家
の
非
人
格
化
（
抽
象
的
人
格
化
）
の
関
連
性
を

論
じ
て
い
る
。
即
ち
、
王
権
神
授
説
に
お
い
て
、
絶
対
君
主
は
、
政
治
思
想
と
芸
術
と
が
合
体
し
て
、「
神
の
現
生
の
似
姿
」（irdisches 

Ebenbild Gottes

）、「
全
権
力
の
保
持
者
、『
国
家
』（
〉Staat

〈
）
と
い
う
複
雑
な
機
構
の
原
動
力
」
と
し
て
強
調
さ
れ
た
が
、
欧
州
の

啓
蒙
主
義
の
進
展
の
中
で
、「
君
主
権
の
宗
教
的
な
性
格
は
原
則
と
し
て
失
わ
れ
、
国
家
は
非
人
格
化
さ
れ
抽
象
的
ア
ン
シ
ュ
タ
ル
ト

（abstrakte A
nstalt

）
と
な
り
、
君
主
は
社
会
契
約
（Gesellschaftsvertrag

）
と
い
う
理
論
的
基
礎
の
上
で
社
会
乃
至
国
家
の
機
関

と
な
っ
た
」
の
で
あ
る
。R. V

ierhaus, D
eutschland im

 18. Jahrhundert (Göttingen, 1987), S.80-81.

（
245
）　Contra Servinum

. (K
lopp, I, 162.)

（
246
）　

“Sane quem
adm

odum
 tunc, quum

 constituitur respublica ex hom
inibus antea solutis, quisque sese obligat com

m
uni 

vincula.

” Observationes, IV
. (D

utens, IV
, iii, 270-271.)
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（
247
）　

“Injuria in statu m
ere naturali dat laeso jus libertatis, facultatis potestatisque om

nim
odae, seu jus belli in 

laedentem
 societatis ruptorem

.

” Nova m
ethodus, II, 

§18. (D
utens, IV

, iii, 186.)
（
248
）　N

ova m
ethodus, II, 

§20. (D
utens, IV

, iii, 187.)

尚
、「
人
間
社
会
の
破
壊
（ruptio

）」
と
い
う
表
現
か
ら
は
、
自
然
状
態
か
ら

社
会
状
態
へ
の
移
行
だ
け
で
な
く
、
社
会
状
態
か
ら
自
然
状
態
へ
の
移
行
も
あ
り
得
る
と
の
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
思
考
が
窺
え
る
。

（
249
）　M

onita (Pufendorfius) (D
utens, IV

, iii, 279.)

（
250
）　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、『
バ
ー
ネ
ッ
ト
宛
書
簡
』
の
中
で
、「
特
に
、
自
然
状
態
（lʼEstat [sic] de la N

ature

）
と
人
間
の
権
利
の
平

等
（lʼegalité [sic] du droit des hom

m
es

）
に
つ
い
て
の
多
く
の
議
論
」
が
必
要
と
さ
れ
る
と
し
た
上
で
、
人
間
の
平
等
を
巡
り
、

ホ
ッ
ブ
ズ
よ
り
も
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
方
が
理
性
に
適
合
し
て
い
る
と
す
る
見
解
を
述
べ
て
い
る
。（
そ
の
中
で
、
海
上
の
船
舶
中
に
複

数
の
人
間
が
存
在
す
る
場
合
に
、
航
海
に
関
す
る
知
識
を
有
す
る
者
と
そ
う
で
は
な
い
者
と
が
平
等
に
扱
わ
れ
る
こ
と
は
、「
理
性
に
も
、

自
然
に
も
合
致
し
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。）E

pistola (Burnett). (Gerhardt, III, 264.)

（
251
）　N

ouveaux essai, III, i. (Gerhardt, V
, 253.)

（
252
）　

フ
リ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
と
っ
て
「［
自
然
状
態
に
お
け
る
］
支
配
的
な
状
態
は
、
平
和
的
協
力
の
状
態
で
あ
っ
た
」

と
し
て
い
る
。Friedrich, 

“Philosophical Reflection

”, p.89.

（
253
）　

因
み
に
、『
社
会
契
約
論
』
に
お
い
て
、
ル
ソ
ー
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
類
似
し
た
比
較
的
平
和
な
自
然
状
態
を
前
提
と
し
、「
社
会

契
約
（le traité social

）
は
契
約
当
事
者
の
保
存
を
目
的
と
す
る
」（J.-J. Rousseau, D

u contrat social, ou principes du droit 
politique (1761), Liv.II, Chap.v; in idem

 (sous la direction de R. T
rousson/Fr. S. Eigeldinger), Œ

uvres com
plètes, 

tom
e V

 (Genève/Paris, 2012), p.500.

）
と
し
て
お
り
、
こ
の
点
は
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
と
同
様
で
あ
る
。
但
し
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
ル

ソ
ー
は
、「
結
合
し
た
各
人
の
身
体
及
び
財
産
を
、
共
同
し
て
全
力
で
防
衛
・
保
護
す
る
結
合
（association

）
の
一
形
式
を
見
出
す
こ

と
」
及
び
「
そ
れ
を
通
じ
て
、
各
人
が
、
全
て
の
人
々
と
結
合
し
つ
つ
、
且
つ
自
分
自
身
に
し
か
服
従
せ
ず
、
従
来
同
様
に
自
由
で
あ
る

こ
と
」（Ibid., Liv.I, Chap.vi, p.477.

）
を
根
本
的
課
題
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
の
結
合
へ
の
契
機
を
彼
の
理
論
の
中
で
内
在
化

さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
254
）　N

ouveaux essai, III, i. (Gerhardt, V
, 253.)

（
255
）　Friedrich, 

“Philosophical Reflection

”, p.89.
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（
256
）　

小
林
、
前
掲
論
文
、
二
八
九
頁
。
但
し
、
小
林
は
「
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
社
会
契
約
論
を
必
ず
し
も
厳
密
な
仕
方
で
展
開
し
て
い
る
と

は
言
え
な
い
」
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。

（
257
）　

同
前
、
二
九
○
頁
。
但
し
、
引
用
文
中
の
註
は
割
愛
し
た
。

（
258
）　N

ijm
an, op.cit., p.64, n.151.

（
259
）　N

ova m
ethodus, Pars II, 

§71. (D
utens, IV

, iii, 211.)

（
260
）　

一
七
・
一
八
世
紀
の
「
国
際
法
」
関
連
文
献
に
お
い
て
、「
条
約
」（
更
に
は
、「
慣
習
」）
を
「
法
」
と
い
う
よ
り
も
「
事
実
」
と
す

る
考
え
方
は
珍
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
は
、「
同
盟
（
条
約
）」（foedera

）
や
「
講
和
（
条
約
）」

（pacificationes
）
を
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
の
範
疇
に
含
め
な
が
ら
も
、
そ
れ
ら
を
法
（jura

）
或
い
は
法
律
（leges

）
と
呼
ぶ
こ

と
は
適
切
で
は
な
い
と
し
、
そ
れ
ら
は
歴
史
学
の
対
象
に
す
ぎ
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。（S. Pufendorf, D

e jure naturae et 
gentium

 libri octo (1672), Lib.II, Cap.iii, 

§23.

（
本
稿
執
筆
に
際
し
て
は
、
次
の
文
献
に
収
め
ら
れ
た
一
六
八
八
年
（
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
）
版
を
参
照
し
た
。T

he Classics (O
xford/London, 1934).

）
ま
た
、
ヴ
ォ
ル
フ
も
、
協
定
的
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
（jus 

gentium
 pactitium

）
及
び
慣
習
的
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
（jus gentium

 consuetudinarium

）
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
が
「
事

実
」（factum

）
で
あ
っ
て
、
歴
史
の
対
象
で
し
か
な
い
と
す
る
。（W

olff, op.cit., Prolegom
ena, 

§§23-24.

）
更
に
、
ヴ
ァ
ッ
テ
ル

も
同
様
の
理
解
を
示
し
て
い
る
。（V

attel, op.cit., Prelim
inaires, 

§24.

）

（
261
）　

“[E]tiam
 quod Princeps leges ferre possit, ex populi in eum

 consensu descendit.

” De casibus perplexis in jure, 
X

I. (A
kadem

ie, V
I, i, 240: D

utens, IV
, iii, 50.)

（
262
）　Rousseau, op.cit., Liv.I, Chap.ii, pp.464-465.

（
263
）　

次
の
文
献
に
お
い
て
も
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
国
家
理
論
に
お
け
る
「
立
法
的
要
因
」（der legislative M

om
ent

）
の
重
視
が
強
調

さ
れ
て
い
る
。E. Ruck, D

ie Leibnizʼsche Staatsidee aus den Q
uellen dargestellt (T

übingen, 1909) (N
eudruck, Scientia 

V
erlag, A

alen, 1969), S.64.

（
264
）　N

ova m
ethodus, II, 

§18. (D
utens, IV

, iii, 186.)

（
265
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ル
ソ
ー
（
一
）」
一
三
頁
を
見
よ
。

（
266
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ジ
ャ
ン
・
ボ
ダ
ン
の
国
家
及
び
主
権
理
論
と
『
ユ
ー
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ム
』
観
念
（
一
）」『
法
学
研
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究
』（
慶
應
義
塾
大
学
）
第
八
五
巻
第
一
一
号
（
二
○
一
二
年
）（
以
下
、『
ボ
ダ
ン
（
一
）』
と
す
る
。）
一
三
―
一
五
頁
を
見
よ
。
ま
た
、

次
の
文
献
も
見
よ
。H

. Q
uaritsch, Staat und Souveränität, Band I (D

ie Grundlagen) (Frankfurt a. M
., 1970), S.255-266.

（
267
）　

そ
れ
を
傍
証
し
て
い
る
の
は
、
次
の
文
献
の
中
に
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
関
す
る
論
考
が
含
ま
れ
て
い
な
い
の
み
な
ら
ず
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ

ツ
へ
の
言
及
す
ら
も
見
出
さ
れ
な
い
と
い
う
事
実
で
あ
る
。D

. Boucher/P. K
elly (eds.), T

he Social Contract from
 H

obbes to 
R

aw
ls (London/N

ew
 Y

ork, Routlege, 1994).

（
Ｄ
．バ
ウ
チ
ャ
ー
・
Ｐ
．ケ
リ
ー
（
編
）
飯
島
昇
藏
・
佐
藤
正
志
（
訳
者
代
表
）

『
ホ
ッ
ブ
ズ
か
ら
ロ
ー
ル
ズ
ま
で
―
社
会
契
約
論
の
系
譜
』（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
一
九
九
七
年
）。）

（
268
）　N

ova m
ethodus, II, 

§18. (D
utens, IV

, iii, 186.) Supra, n.247.

（
269
）　

“Persona est quisquis am
at se seu quisquis voluptate vel dolore afficitur.

” Elem
enta. (A

kadem
ie, V

I, i, 466: 
Busche, 246-247.)

（
270
）　

“Is qui, seu Persona est cuius aliqua voluntas est. Seu cuius datur cogitatio, affectus, voluptas, dolor.

” Elem
enta. 

(A
kadem

ie, V
I, i, 482: Busche, 306-307.)

（
271
）　N

ova m
ethodus, Pars II, 

§16. (D
utens, IV

, iii, 185.)

（
272
）　

“Dantur vero et personae civilis ut collegia, quia habent voluntatem
, eam

 nim
irum

 quam
 m

em
bra com

ponentia 
seu personae naturales pro persona om

nium
 in casu dissensus haberi voluere. Sive ea num

ero sive quod 
diffi

cillim
um

 rationum
 pondere, sive sorte aliisve m

odis determ
inetur.

” Elem
enta. (A

kadem
ie, V

I, i, 482: Busche, 
308-309.)

（
273
）　

同
様
の
見
解
は
『
法
学
新
方
法
』
に
も
登
場
す
る
。N

ova m
ethodus, Pars II, 

§16. (D
utens, IV

, iii, 185.)

（
274
）　

“In liberis Rebus publicis civilis persona ad instar naturalis intelligitur [sic], quoniam
 voluntatem

 habet.

” Codex 
(Praefatio) (M

onitum
 (Codex), I, xx.). (D

utens, IV
, iii, 306-307: K

lopp, V
I, 488-489.)

（
275
）　

“Respublica est una persona civilis, sed in qua naturales sunt in perpetuo fluxu.

” Specim
en, Propositio X

LII. 
(A

kadem
ie, IV

, i, 37: D
uten, IV

, iii, 561.) 

（
276
）　

“Una persona civilis habens sum
m

am
 potestatem

 in partes suas est civitas.

” Contra Servinum
. (K

lopp, I, 162. 
Cf., In Servinum

 de M
onzam

bano. (A
kadem

ie, IV
, i, 501.))
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（
277
）　

“[D]as Reich soll eine Persona Civilis seyn [sic].

” Securitas publica. (A
kadem

ie, IV
, i, 135: Foucher de Careil, V

I, 
30.)

（
278
）　

例
え
ば
、『
模
範
』
で
は
、「
公
的
人
格
の
一
つ
の
意
思
及
び
統
一
（
そ
れ
に
よ
り
国
家
は
存
続
す
る
。）」（una voluntas 

unitasque personae civilis, qua respublica constat) (Specim
en, Propositio X

II. (A
kadem

ie, IV
, i, 11-12: D

utens, IV
, iii, 

532.)
）
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
る
。
同
論
考
に
は
更
に
、
臣
民
の
人
格
の
統
合
と
し
て
統
治
者
の
人
格
を
理
解
す
る
か
の
如
き
次
の
よ
う

な
表
現
も
存
在
し
て
い
る
。「
“sum

m
a potestas

”の
人
格
は
自
ら
の
中
で
諸
々
の
臣
民
の
公
的
人
格
、
或
い
は
何
者
か
が
言
う
と
こ
ろ

の
、
倫
理
的
［
人
格
］
を
結
合
す
る
。」（Persona sum

m
ae potestatis continet in se personas subditorum

 civiles, vel ut 
quidam

 vocant, m
orales.

） Specim
en, Propositio LV

II. (A
kadem

ie, IV
, i, 59: D

utens, IV
, iii, 585.)

（
279
）　

“Civitas ergo (ut eam
 definiam

us) est persona una, cuius voluntas, ex pactis plurium
 hom

inum
, pro voluntate.

” 

但
し
、
同
書
英
語
初
版
に
お
い
て
、
こ
の
引
用
箇
所
に
お
け
る
“civitas

”は
「
都
市
0

0

」（a CIT
Y

）
と
さ
れ
て
い
る
。T

h. H
obbes (H

. 
W

arrender (ed.)), D
e cive (O

xford, 1983), vol.I (Latin ver.), p.134; vol.II (English ver.), p.89. See, Q
. Skinner, V

isions of 
Politics, vol.3 (Cam

bridge, 2002), p.180.

（
280
）　

こ
の
問
題
は
、
ブ
シ
ェ
に
と
っ
て
は
、
彼
が
“persona civilis ut collegia

”を
“zivilrechtliche Personen w

ie etw
a 

V
erein

”と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
然
に
肯
定
的
回
答
が
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。（Busche, 308-309.

）
し
か
し
、
こ
の
よ
う

に
訳
出
す
る
根
拠
は
必
ず
し
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
281
）　

“In quem
 cadit jus et obligatio, ei com

petit una voluntas. Cui com
petit una voluntas, is est una persona civilis

…. 

” 
Contra Servinum

. (K
lopp, I, 162. V

gl., A
kadem

ie, IV
, i, 501.)

（
282
）　

周
知
の
如
く
、
イ
ェ
リ
ネ
ク
（Georg Jellinek
）
は
、
国
家
の
法
学
的
把
握
の
た
め
の
可
能
性
と
し
て
、「
権
利
の
客
体
」

（Rechtsobjekt

）、「
権
利
関
係
」（Rechtsverhältniss
）
及
び
「
権
利
主
体
」（Rechtssubjekt

）
を
提
示
し
た
。G. Jellinek, 

A
llgem

eine Staatslehre (Berlin, 1900), S.146-151.

（
同
書
第
三
版
（
一
九
六
○
年
）
の
邦
訳
と
し
て
次
の
も
の
が
あ
る
。
Ｇ
．
イ
ェ

リ
ネ
ク
（
著
）（
芦
部
信
喜
・
阿
部
照
哉
他
（
訳
））『
一
般
国
家
学
』（
学
陽
書
房
、
一
九
七
四
年
）。）
こ
れ
ら
の
中
で
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ

の
国
家
観
念
は
、
国
家
を
権
利
主
体
と
し
て
把
握
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
次
の
文
献
を
見
よ
。Ruck, a.a.O

., 
S.41.
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（
283
）　

“Persona Civilis om
nium

 jurium
 collectio est.

” Specim
en, Propositio LV

II. (A
kadem

ie, IV
, I, 59: D

utens, IV
, iii, 

585.)
（
284
）　

ギ
ー
ル
ケ
は
、「
彼
［
即
ち
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
］
に
よ
り
お
お
い
に
強
調
さ
れ
た
“persona civilis seu m

oralis Reipublicae

”」

を
巡
る
他
の
学
者
の
解
釈
に
比
較
し
て
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
「
際
立
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
」
と
し
て
い
る
。（O

. von Gierke, 
Johannes A

lthusius und die E
ntw

icklung der naturrechtlichen Staatstheorien, 4. A
usgabe (Breslau, 1929), S.197.

）
こ

の
評
価
に
従
う
な
ら
ば
、
国
家
が
公
的
人
格
と
し
て
の
法
人
格
を
有
す
る
と
す
る
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
理
論
は
格
別
新
奇
な
も
の
で
は
な

か
っ
た
こ
と
と
な
る
。

（
285
）　D

e jure suprem
atus, cap.X

. (D
utens, IV

, iii, 357: K
lopp, IV

, 53.)

（
286
）　D

e jure suprem
atus, cap.X

I. (D
utens, IV

, iii, 359-360: K
lopp, IV

, 57-58.)

（
287
）　

“confoederatio

”と
“unio
”の
訳
語
に
つ
い
て
、
若
干
の
説
明
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

本
文
で
引
用
さ
れ
た
『Suprem

atus

論
』
の
論
述
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
“confoederatio

”に
（
そ
の
構
成
員

と
は
別
個
の
）
独
立
し
た
法
人
格
を
認
め
ず
、
“unio

”に
は
こ
れ
を
認
め
て
い
る
。
日
本
の
国
際
法
（
学
）
用
語
に
お
い
て
は
、
通
常
、

“confederation

”を
「
国
家
連
合
」
と
し
、
“federal state

”を
「
連
邦
国
家
」
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
際
法
人
格
の
有
無
が
論
じ

ら
れ
る
。
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
“confoederatio
”は
「
国
家
連
合
」
に
、
そ
し
て
“unio

”が
「
連
邦
」
に
相
当
す
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
事
柄
に
関
し
て
は
、
こ
の
「
国
家
連
合
」
が
「（
近
代
）
国
家
」
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
の
か
否

か
に
つ
い
て
も
問
題
と
な
る
た
め
、「
国
家
連
合
」
と
す
る
べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
独
立
し
た
法
人
格
を
有
し
な
い
と

い
う
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
重
視
し
て
、
“confoederatio
”を
「
同
盟
」
と
し
、
ま
た
、
“unio

”に
つ
い
て
は
一
定
程
度
の
法
主
体

性
を
有
し
得
る
「
連
合
」
と
す
る
こ
と
と
し
た
。
尚
、
“confoederatio

”を
「
同
盟
」
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
更
に
、
通
常
「
同
盟
」

（
或
い
は
「
同
盟
条
約
」）
と
訳
出
さ
れ
る
“foedus

”と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
「
同
盟
」
に

“confoederatio

”又
は
“foedus

”を
付
記
す
る
（
但
し
、
斜
体
字
と
す
る
か
否
か
、
ま
た
、
語
頭
を
大
文
字
表
記
と
す
る
か
否
か
に
つ

い
て
は
、
原
文
に
従
う
。）
こ
と
に
よ
っ
て
区
別
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
288
）　

次
の
文
献
で
は
、
“societas

”が
“a partnership

”、
“collegium

”が
“a corporation

”と
さ
れ
て
い
る
。Jones, op.cit., p.5.

こ

れ
ら
は
、
各
々
「
組
合
」
と
「
会
社
」
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
、
や
は
り
独
自
の
法
人
格
の
有
無
に
着
目
し
た
訳
語
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
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（
289
）　

尚
、
ギ
ー
ル
ケ
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
以
前
に
提
示
さ
れ
て
い
た
“Staatenstaat

”の
観
念
を
巡
り
、「
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
連
邦
国
家

の
観
念
（Budesstaatsbegriff

）
の
近
代
的
理
解
に
更
に
近
づ
い
た
」
と
の
評
価
を
下
し
て
い
る
。Gierke, a.a.O

., S.245-247.

“Staatenstaat

”と
は
、
主
権
国
家
で
あ
る
「
上
位
国
」（O

berstaat

）
が
「
半
主
権
国
」
で
あ
る
「
下
位
国
」（U

nterstaat

）
に
対
し

て
支
配
権
（H

errschaft

）
を
行
使
す
る
と
い
う
国
家
の
結
合
形
態
で
あ
り
、
下
位
国
は
、
通
常
、
対
内
的
に
は
広
範
な
自
治
を
享
受
す

る
が
、
対
外
的
に
は
大
幅
な
従
属
的
地
位
に
置
か
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。（P. Schw

acke/E. Stolz, Staatsrecht m
it 

allgem
einer Staatslehre und V

erfassungsgeschichte, 2.A
ufl. (K

öln, 1988), S.24.

）

（
290
）　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、「
オ
ラ
ン
ダ
」
を
示
す
言
葉
と
し
て
、
“Unitae Provinciae

”・
“Batavia

”・
“Respublica Belgica

”等
を
使

用
し
て
い
る
。
本
稿
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
言
葉
は
、
読
者
の
理
解
を
容
易
に
す
る
た
め
に
、
全
て
「
オ
ラ
ン
ダ
」
と
し
て
訳
出
さ
れ
て
い

る
。

（
291
）　

ネ
イ
マ
ン
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
領
域
結
合
に
関
す
る
理
論
を
次
の
よ
う
に
高
く
評
価
す
る
。
即
ち
、「
同
時
代
の
通
常
の
見
解

（contem
porary conventions

）
に
反
し
て
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
帝
国
を
諸
地
域
（
そ
れ
ら
の
各
々
が
領
域
の
主
権
的

0

0

0

君
主
を
有
し

た
。）
の
『
連
合
』（ʻunionʼ
）
と
見
做
し
た
」
の
で
あ
り
、「
帝
国
を
『
連
合
』（
そ
れ
は
、
恰
も
先
駆
的
な

0

0

0

0

連
邦
国
家
（a federal 

state avant la lettre

）
で
あ
る
。）
と
呼
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
議
論
へ
の
極
め
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
貢
献
を
し
た
の
で

あ
り
、
そ
れ
は
『
身
分
制
志
向
の
連
邦
国
家
理
論
の
発
展
』（Entw

icklung einer ständisch orientierten Bundesstaatstheorie

）

に
劣
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。」（N

ijm
an, op.cit., pp.64-67.

）
但
し
、
帝
国
を
連
合
と
み
な
し
た
と
す
る
ネ
イ
マ
ン
の
見
解
は
や
や
短

絡
的
に
過
ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。


